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す
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主
意
書 

 

私
が
提
出
し
た
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
二
一
七
第
一
四
三
号
）
に
関
し
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解

を
改
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一 

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
に

あ
る
「
労
働
者
の
職
業
の
安
定
と
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
」
と
は
、
す
べ
て
の
合
法
的
な
職
業
に
等
し
く
該
当
す
る
理

念
と
し
て
理
解
さ
れ
る
か
。 

二 

政
府
は
、
法
令
に
違
反
し
な
い
限
り
、
特
定
の
合
法
的
職
業
に
つ
い
て
、
公
的
な
場
面
に
お
い
て
他
の
職
業
と
比
較
し

「
価
値
が
低
い
」
あ
る
い
は
「
社
会
的
に
望
ま
し
く
な
い
」
と
い
っ
た
評
価
を
、
制
度
的
に
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
立

場
で
あ
る
か
。 

三 

「
す
べ
て
の
職
業
に
貴
賤
は
な
い
」
と
い
う
表
現
は
、
一
般
に
、
法
令
に
違
反
し
な
い
限
り
、
い
か
な
る
職
業
で
あ
っ
て

も
人
間
の
尊
厳
に
差
は
な
く
、
社
会
的
評
価
の
上
下
を
制
度
的
に
設
け
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
価
値
判
断
を
意
味
す
る
と
解

さ
れ
る
が
、
政
府
も
こ
の
よ
う
な
価
値
判
断
を
共
有
し
て
い
る
か
。 

四 

介
護
、
保
育
、
物
流
、
小
売
、
清
掃
等
、
社
会
の
基
盤
を
支
え
る
業
務
を
担
っ
て
い
る
者
（
い
わ
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル



 

２ 

 

ワ
ー
カ
ー
）
の
賃
金
が
、
相
対
的
に
低
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。 

五 
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
賃
金
水
準
が
、
職
業
の
社
会
的
評
価
や
制
度
設
計
に
お
い
て
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い

場
合
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
職
業
の
貴
賤
を
制
度
的
に
助
長
す
る
構
造
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見

解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


